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防
災
の
日

（９
月
１
日
）
、
防
災
週
間

（８
月
３０
日
～
９
月
５
日
）

住
民
の
組
織
力
が
命
を
守
る
。
町
を
守
る
。

こ
ん
な
こ
と
が
大
切
で
す
。

①
出
火
防
止

。
初
期
消
火

②
被
災
者
の
発
見

・
救
出

③
け
が
人
の
手
当
て

・
看
護

④
避
難
の
誘
導

・
援
助

⑤
情
報
の
確
認

・
伝
達

⑥
被
害
状
況
の
確
認

・
報
告

避
難
生
活
に
最
低
限
必
要
な
物
を

リ

ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど
の
非
常
持
出

袋
に
入
れ
て
、
す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る

場
所
に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

同
国
日
□

Ｏ

ヘ
ル
メ
ッ
ト

○
防
災
ず
き
ん

○
飲
料
水
と
食
料

（２
～
３
日
分
）

○
衣
類

○
手
袋

8月 4日 の大雨で被害をうけた
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○
懐
中
電
灯

○
ラ
イ
タ
ー

○
ロ
ウ
ツ
ク

○
ラ
ジ
オ

○
ナ
イ
フ

○
缶
切
り

○
救
急
医
療
品

○
毛
布

○
現
金

○
預
金
通
帳

○
印
鑑

○
乳
幼
児
が
い
る
家
庭
は
ミ
ル
ク

ほ
乳
び
ん
、
紙
お
む
つ
な
ど

●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●● ● ●● ● ● ● ●●

近所の人との
コミュニケーションが

防災力を高める

最近は、「隣人の顔を知らない」人が少

なくありません。都市化や集合住宅の増

加で、隣り近所の交流が希薄になる傾向

にあります。

しかし、震災で多数の家屋が倒壊した

場合、「この家は○人家族』「このアパー

トにはお年寄りが多い」といつた生きた

情報が人命救助や避難補助に大きく役

立ちます。ふだんの交流や会話によって

住民同士がお互いを知り合う心がけが

大切です。

。みんなの道路を大切に

・国民健康保険証が変わります →常◆ヾ◆

。引き揚げ者の皆さんヘ イ・ 争帯く年■

・家屋の調査を始めました 笠セ゛t守 ゛

。地域防災計画の見直しを始めました $

。清津川ダム相談所が開設しました 帯●

・各種おしらせ “Ⅲ Ⅲ・ e
・ 9月 の暦 ラサヾヽ。4◆ ♯゛`オ ←・ =11
・ 9月 の救急診療当番 ・ヽ ヽド・ ,(・ お12
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と

み
ん
な
の
道
路
を
大
切
に

み
ん
な
で

蓮
路
の
清
掃
を
し
ま
し
た

８
月
は

「道
路
ふ
れ
あ
い
月

間
」
で
す
。
毎
日
何
気
な
く
使

っ

て
い
る
道
路
は
、
私
達
の
暮
ら

し
や
産
業
活
動
の
上
で
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
基
本
的
施
設

で
す
。
人
や
自
動
車
の
移
動
は

も
ち
ろ
ん
、
生
鮮
食
品
の
約
７

割
ガ
道
路
を
利
用
し
て
生
産
地

か
ら
運
ば
れ
て
い
ま
す
。

国
土
交
通
省

（旧
建
設
省
）
で

は
、
昭
和
３３
年
か
ら
「道
路
を
ま

も
る
月
間
」
の
運
動
を
展
開
し

て
き
ま
し
た
。

こ
の
月
間
で
は
、
日
頃
か
ら

道
路
を
利
用
し
て
い
る
み
な
さ

ん
に
、
改
め
て
道
路
の
役
割
と

重
要
性
を
再
認
識
し
て
も
ら
い
、

さ
ら
に
道
路
を
慈
し
む
と
い
う

（

ク  |

道
路
愛
護
の
普
及
と
道
路
の
正

し
い
利
用
の
啓
発
を
図
り
、
道

路
を
美
し
く
、
安
全
に
利
用
す

る
気
運
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
き
ま
し
た
。

本
年
度
か
ら
は
み
な
さ
ん
に
、

よ

り
道

路

に
親

し

み
、
ふ
れ

あ

っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
月

間
の
名
称
を

「道
路
ふ
れ
あ
い

月
間
」
に
変
更
し
ま
し
た
。

湯
沢
町
で
は
、
「
道
路
ふ
れ
あ

い
月
間
」
の
初
日
に
あ
た
る
８

月
１
日

（水
）
に
、
国
道
１７
号
湯

沢
交
差
点
改
良
工
事
関
係
者
の

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、

総
勢
４０
篭
で
道
路

一
斉
清
掃
を

行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
国
道
１７

号
湯
沢
Ｉ
Ｃ
入
□
交
差
点
付
近

か
ら
国
道
１７
号
湯
沢
駅
前
交
差

点
を
経
由
し
、
Ｊ
Ｒ
越
後
湯
沢

駅
ま
で
の
約
２

ｋｍ

の
区
間
を
、

玉
の
汗
を
か
き
な
が
ら
、
み
な

さ
ん

一
生
懸
命
ガ
ん
ば
り
ま
し

た
。み
な
さ
ん
の
道
路
を
お
互
い

気
持
ち
よ
く
使
え
る
よ
う
に
日

頃
か
ら
心
が
け
ま
し
よ
う
。

と )
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現
在
使
用
中

の
国
民
健
康
保
険

証
は
、
８
月
３十
日
で
期
限
が
切
れ
、

９
月
十
日
か
ら
は
「
は
だ
色
」
の
保

険
証
に
変
わ
り
ま
す
。

新
し

い
保
険
証
は
、
８
月
３０
日

ご
ろ
交
で
に
郵
送
で
お
届
け
し
ま

す
。
届

い
た
保
険
証
の
記
載
に
誤

り
が
あ

っ
た
り
、
人
員
等

に
異
動

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
保
険
証
と
印

鑑
を
持

っ
て
至
急
住
民
課
に
届
け

出
て
く
だ
さ

い
。
３十
日
ま
で
に
新

し
い
保
険
証
が
届
か
な
か
っ
た
と

き
も
、
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。
な

お
、
房
工
色
」
の
保
険
証
は
、
お
手

数
で
も
９
月
末
ま
で
に
返
却
し
て

く
だ
さ
い
。

保
険

証

は
大

切

な
も

の
で

す
。

汚

し
た
り
、
な
く
し
た
り
し
な

い

よ
う

に
注
意

し
ま
し

ょ
う
。

【
届
出
先
】

住
民
課
国
保
年
金
係

ＴＥＬ

８４

・

３

４

５

３

０
あ
な
た
の
納
め
る
保
険
税
が

国
保
を
支
え
ま
す

国
民
健
康
保
険

の
保
険
税
は
、

国
の
補
助
金
と
と
も
に
医
療
費
や

任
意
給
付
費
等
に
九
て
る
貴
童
な

財
源
と
な

っ
て
い
ま
す
。

国
保
加
入
者
が
安
趙
し
て
医
療

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
保
険
税
は

挺
ず
期
日
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ

●
保
険
税
を
滞
納
す
る
と

災
害
そ
の
他
特
別
な
事

情
が
な
い
の
に
保
険
税
を

滞
納
し
て
い
る
世
帯
に
つ

い
て
は
、
保
険
証
を
返
し

て
も
ら
う
場
合
が
あ
り
ま

井“ア。こ
の
場
合
、
保
険
証

の

代
わ
り
に
資
格
証
明
言
で

診
察
を
覧
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
そ
の
と
き
は

診
療
費

の
金
額
を
支
払
わ

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

払

い
戻
し
を
文
け
る
場
合

は
、
窓

口
で
申
請
を
す
る

蜂
妥
が
あ
り
ま
す
。

●
納
入
は
口
座
振
替
で

保
険
税
を
個
人
で
納
入
し
て
い

る
方
は
、
各
月
の
納
付

の
手
間
が

省
け
る
口
座
振
替
制
度
が
便
利
で

す
。
一
度
手
続
き
を
す
れ
ば
、
あ
な

た
の
預
金

口
座
か
ら
自
動
的
に
保

険
税
が
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
は
、
世
帯
の

所
得
、
資
産
、
被
保
険
者

の
夫
教

に
よ
り
税
額
が
決
め
ら
れ
ま
す
。

世
帯

の
合
計
所
得
金
額
が

一
定

額
以
下
の
場
合
、
保
険
税
が
減
額

さ
れ
ま
す
。

【聞

い
合
わ
せ
】

批
務
課
住
民
税
係

ＴＥＬ

８４

・

３

４

５

２

園
民
健
康
保
険
機
は

健
康
を
辞
５
芙
切
な
麟
源
で
す

◎税額 (下表のそれぞれの合計額が税額となります。)

※課税限度額は、医療給付費
ノ
刀
＼ガ 53万円、介護納付金

分ガ 7る円となります。

◎軽減基準

区分 医療給付費分の税額
介護納付金分の税額

(第 2号保険者)

所得割
課税総所得金額
×5.1%

課税総所得金額
× 0, 96%

資産割
固定資産税額
× 40. 7%

均等割
被保険者 1人つき

29, 500円

被保険者 1人つき

8, 600円

平等割
4世帯あたり

19,500円

保
険
税
の
税
額
に
つ
い
て

軽減の種類 世帯総所得 申請

2  害J 33万円
+(35万円×全被

保険者数)以下
必   要

5  害J
33万円+(24.5万円×
世帯主を除く被保険者

数)以下

不   要
(自動適用)

7  害J 33万円以下 不   要
(歯動適用 )

(3)



救
急
ミ
ニ
知
識

〈
８
〉

そ
ば

ア
レ
ル
ギ
ー

・
業
剤

ア
レ

ル
ギ
ー
や
蜂

に
刺

さ
れ
た
時
起

こ

る

ア

レ

ル
ギ

ー

は

す

べ
て

ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ

シ
ー
反
痣
で
す
。
全
身

に
現
れ
て
危
険

な
状
態

と
な

っ
た

も

の

を

ア

ナ

フ

ィ

ラ

キ

ン

ー

シ

ョ
ッ
ク
と
言

い
ま
す
。

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ

ョ
ッ
ク

じ

ん

ま

し

ん

は
、
幸
麻
疹
か
ら
始
ま
り
、
浮
腫
、

短
時
間

（５
～
３０
分
）
に
動
悸
、
孝

吸
困
難
、
不
整
旅
，
意
識
消
失
が
起

こ
り
ま
す
。
も
し
幸
麻
疹
が
出
て

勤
悸
が
す
る
よ
う
で
し
た
ら
す
ぐ

に
救
急
阜
を
孝
ぶ
か
最
寄
り
の
医

療
機
関
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

～
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

シ
ョ
ッ
ク
に
つ
い
て
～

浮

湯
沢
町
国
保
診
療
所

の
話
に
よ

る
と
、
は
ち
剌
さ
れ
で
受
診
す
る

方
が
増
え
て
き
て
い
る
そ
う
で
す
。

痛

い
だ
け
で
は
な
く
命

に
か
か
わ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ

い
。

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
ン
ー
と
は
、
抗

原
に
よ

っ
て
惑
作
さ
れ
た
個
体

に

同

一
抗
原
を
再
度
投
与
す
る
と
き

に
み
ら
れ
る
即
時
型
反
痣
を

い
い

ま
す
。

【聞

い
合
わ
せ
】

魚
沼
消
防
湯
沢
分
署

租
８４

・
３
３
７
７

:

Ｌ

，
″

大源太キヤ亘オン

～あなたも森の中へ遊びに来ませんか～

大源太キャニオン青少年旅行村駐車場 (管理棟周辺)

lttl湯沢町都市施設公社 (湯沢カルチャーセンター 内 Te1 84-15■)へお申込 ください。
定員になり次第締め切ります。

【日程・内容】

【集合場所】

【申 込】

日 時 講座名等 内容 講師 。その他

10月 7(日 )

10100
ぞ

13:00

鵬 躙 昔もヽも
&ビザ籐 ようユ
参加料 :1,200円

定 員 :30名

まずは、さつまいもを収穫しま

す。この後、炭を掻き出した直

後の炭焼 き窯で焼 きいもを

作ってみましょう。

旭原福祉工場

炭焼き名人

角谷 繁定さん
(汚れてもよい服装で。ピザ

は市販品を用意します。)

10月  13 (」L)

10:00
1

14:00

昔のこ鰯隆aべるぞ 母
参加料 :1,200円

定 員 :25名

秋の森はやっぱり“きのこ"!

頑張 って森の中に入 ってきの

こを採 って、何 とかきのこの

入った鍋を食べようではあり

ませんか ?

大源太キャニオン青少年旅行村

森の番人

高橋 新也さん
(汚れてもよい服装で。おに

ぎりも忘れずに。)

10月 20(土)

13:30
1

16:00

プ
ー
づく勤鱚

惨麹りで勢蒙越んか ]
参加料 :無料
定 員 :何人でもOK!

湯沢みどりの会がブナの植栽

会を予定しています。日程があ

えば一緒に、異なれば植栽地の

一部にブナの苗木を植えます。

森遊びスタッフ

(汚れてもよい服装で。雨天

決行。)

広報ゆざわ H138.26  (4)



可

税
関
で
は
、
終
戦
後

の
混
乱
期

に
戦

地
か
ら
引

き
揚
げ

て
き
た

方

々
が
、
当
時
国
内

に
持
ち
込
む

こ
と
が
で
き
ず
税
関
等
に
預
け
た

通
貨
や
証
券
な
ど
を
お
込
し
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
、
昭
和
２８
年
か
ら
実
施

さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
お
返
し
す

る
通
貨
等
は
次
の
も
の
で
す
。

◎
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ

て
き
た
方
々
が
上
陸
地
の
税
関
、

海
理
局
に
預
け
た
通
貨

。
証
券

な

ど
。

◎
外
地
の
集
結
地
に
お

い
て
、
総

領
事
館
等

に
預
け
た
証
券
な
ど

の
う
ち
、
そ
の
後

日
本

に
返
還

さ
れ
た
も
の
。

実
際
に
預
け
た
か
ど
う
か
不
明

な
場
合
で
も
調
査
で
き
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
上
陸
港
が
新
潟

以
外

の
方
で
も
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

本
夫
だ
け
で
な
く
、
家
族

の
方

で
も
結
構
で
す
の
で
、
お
趙
当
た

り

の
あ
る
方
は
、
お
気
軽

に
お
聞

い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
聞

い
合
わ
せ
】

〒
９
５
０
１
０
０
７
２

新
潟
市
竜

が
島

―

１
５

１
４

新
潟
港
湾
合
同
庁
谷
内

新
潟
税
関
支
署
統
括
監
視
官
部
門

砒
０
２
５
ｏ
２
４
４
●
９
３
１
４

（土

。
日
を
除
く
。
）

財
産
を

相
続
し
た
と
き
は
？

財
産
や
逮
贈
に
よ

っ
て

一
定

の

財
産
を
取
得
し
た
人
に
は
、
相
続

税
が
か
か
り
ま
す
。

《相
続
税
の
仕
組
み
》

相
続
税
は
、
取
得
し
た
「工
味
の

逮
産
額
」
が
「基
礎
控
除
額
」
を
超

え
る
場
合
に
、
そ
の
超
え
る
額
に

対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

①
基
礎
控
除
額

５
，
０
０
０
万
円

に
法
定
相
続

人

一
夫
当
た
リ
ー
，
０
０
０
万
円

を
加
え
た
金
額
で
す
。

な
お
、
こ
の
場
合

の
法
定
相
続

人
に
は
、
相
続
を
放
棄
し
た
人
も

含
ま
れ
ま
す
が
、
奏
子
に
つ
い
て

は

一
定

の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

②
正
味
の
遺
産
額

遠
産
総
額
か
ら
非
課
批
財
産
、

被
相
続
人
の
債
務
の
額
や
葬
式
費

用
を
差
し
引

い
た
額
で
す
。

③
非
課
税
財
産

墓
所
、
仏
壇
、
祭
具
や
趙
身
障
害

者
共
済
制
度

に
基

づ
く
受
給
権
、

保
険
金
や
元
亡
退
職
金

の
う
ち

一

定
の
金
額
は
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
遠
族
が
受
け
取

っ
た
呑
典

は
、
相
続
財
産

と
は
な
り
ま
せ
ん
。

④
相
続
税
の
計
算

ま
ず
、
工
味
の
逮
産
額
か
ら
基

礎
控
除
額
を
差
し
引

い
て
、
課
税

逮
産
総
額
を
算
出
し
ま
す
。

こ
の
課
税
逮
産
総
額
を
法
定
相

続
分
ど
お
り
に
分
け
た
も
の
と
し

て
、
各
法
定
相
続
人
別
に
税
額
を

算
出
し
ま
す
。
こ
の
税
額
を
合
計

し
た
も
の
が
相
続
税
の
総
額
で
す
。

こ
の
相
続
税
の
総
額
を
、
ふ
相

続
人
や
受
遠
者
が
実
際
に
取
得
し

た
工
味
の
遠
産
額
に
痣
じ
て
按
分

し
た
金
額
が
、
各
相
続
人
の
負
担

す
べ
き
相
続
税
額
と
な
り
ま
す
。

こ
の
場
合
の
税
率
は
１０
％
か
ら
７０

％
ま
で
の
超
過
累
進
税
率
と
な

っ

て
い
ま
す
。

《相
続
税
の
申
告
と
納
税
》

相
続
が
あ
っ
た
場
合
の
相
続
税

の
申
告
書

の
提
出
期
限
は
、
相
続

の
開
始
が
あ

っ
た
こ
と
を
知

っ
た

日
の
翌
日
か
ら
１０
ヶ
月
以
内
と
な

り
ま
す
。
申
告
書
は
、
被
相
続
人
の

住
所
地
を
所
轄
す
る
税
務
署

に
提

出
し
て
く
だ
さ

い
。

相
続
税
は
、
申
告
書

の
提
出
期

限
ま
で
に
金
銭
で
納
付
す
る
の
が

原
則
で
す
が
、
一
定

の
妥
件

の
下

で
年
賦
で
納
付
す
る
廷
納
制
度
や

相
続
し
た
財
産
で
納
付
す
る
物
納

制
度
も
あ
り
ま
す
。

相
続
財
産

の
評
価
の
方
法
や
相

続
税

の
計
算
、
農
地
等
を
相
続
し

た
場
合
の
納
税
猶
予

の
特
例
や
納

税
方
法
な
ど
に
つ
い
て
ご
不
明
の

点

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
最
寄
り

の

税
務
署
又
は
税
務
相
談
室

に
お
間

い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

《
税
務
相
談
室

と
は
》

税
金

の
こ
と
で
災
間
な
点
や
分

か
り
に
く

い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

の
曽
書
ん

？

・

カ

こ
ん
な
と
き
気
軽

に
相
談
で
き

る
の
が

「税
務
相
談
宣
」
で
す
。

相
談
は
、
匿
名
で
も
受
け
付
け

し
ま
す
の
で
、
お
気
基

に
ご
利
用

く
だ
さ

い
。

《税
務
相
談
室
の
電
話
番
号
》

租
０
２
５
ｏ
２
２
４
●
３
７
１
０

1000万1000万1000石

5000石
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新
築

・
増
築
．
取
り
壊
し
の
際
の

家
屋
調
査
を
始
め
ま
し
た

新
築

・

今
年
の
―
月
２
日
以
降
に
、
新

条
及
び
増
築
さ
れ
た
方
の
家
屋
調

査
を
行

っ
て
い
ま
す
。

木
造
家
屋
の
調
査
に
は
、
税
務

課
の
職
員
が
伺

い
ま
す
。

（木
珪
で
な
い
家
屋
の
調
査
に
は
、

六
日
町
財
務
事
務
所
の
戦
員
が
伺

い
ま
す
。
）

新
築

・
増
築
な
ど
の
工
事
が
終

わ
り
ま
し
た
ら
、
都
合
の
皮

い
日

時
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ご
連
絡
の
な
い
場
合
は
、

税
務
課
よ
り
調
査
期
日
等
の
ご
案

内
を
通
知
し
ま
す
。

家
屋

た
ら

し

ょ

う

家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら
姓
ず
届

出
て
く
だ
さ
い
。
（届
出
用
紙
は
税

務
課
に
あ
り
ま
す
。
）

な
お
、
新
条
、
増
築
に
伴

い
家
屋

を
取
り
壊
さ
れ
た
方
は
、
家
屋
調

査
時
に
職
員
が
確
誕
し
ま
す
の
で
、

届
出
の
蜂
妥
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【聞

い
合
わ
せ
】

税
務
課

資
産
税
係

ＴＥＬ

８４

・

３

４

５

２

必

ト
f~｀)

ス

【日程】

※時間は、各コースとも年前 9時～年後 4時までです。

′

【対
象
】

パ
ソ

コ
ン
に
さ
わ

っ
た
こ
と
の

な
い
、
操
作
し
た
こ
と
の
な
い
、
求

職
者
の
方
。

【受
講
料
】

無
料

【定
員
】

各

コ
ー
ス
と
も
２０
名

（定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま

す
。
）

※
な
お
、
電
話
に
よ
る
受
付
は
行

っ

て
い
ま
せ
ん
。

【問
い
合
わ
せ
】

魚
沼
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

阻
７２

・
４
５
５
４

服
７８

・
１
１
５
８

コース名 実 施 期 日

ワ ド コ ー ス
(A-13)

10月 30日 (火 )

10月 31日 (水 )
11月 1日 (木)

エ ク セ ル コ ー ス

(B-13)

11月 6日 (火 )
11月 7日 (水 )
1+月 8日 (木 )

インターネットコース

(C-13)

11月 1

11月 1

11月 1

(火 )

(水 )

(木 )

日

日

日

3

4

5

ワ ド コ ー ス
(A-14)

11月 20日 (火 )
11月 21日 (水 )
11月 22日 (木 )

エ ク セ ル コ ー ス

(B-14)

11月 27日 (火 )
11月 28日 (水 )
11月 29日 (木 )

インターネットコース

(C-14)

12月 4

12月 5

12月 6

日

日

日

(火

(水

(木

)

)

)

広報ゆざわ H13.8.26  (6)



と

見
直
し

湯
沢
町
地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
作
業
を
今
年
度
よ
り
２
ガ
年
で

行
い
ま
す
。
防
災
計
画
と
は
、
湯
沢

町
で
想
定
さ
れ
る
災
害
の
予
防
対

策
、
応
急
対
策
、
復
旧
対
策
等
に
つ

い
て
計
画
す
る
も
の
で
あ
り
、
防
災

行
政
並
び
に
防
災
対
策
が
よ
り
実

効
性
の
あ
る
も
の
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

国
、
県
に
つ
い
て
は
、
阪
神
、
淡
路

大
震
災
以
降
、
震
災
対
策
を
重
点
事

項
と
し
て
防
災
計
画
の
見
直
し
を

行

っ
て
き
ま
し
た
。
湯
沢
町
で
も
大

き
な
被
害
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
ガ
ー
月
４
日
に
震
度
５
弱
の
地

震
ガ
あ
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
も
不
安

に
感
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

震
災
対
策
に
つ
い
て
は
十
分
に
研

究
、
検
討
し
、
計
画
を
策
定
し
て
い

き
ま
す
。

湯
沢
町
の
地
理
的
、
物
理
的
な

環
境
を
踏
ま
え
て
避
難
所
を
総
合

0

し
た

的
に
見
直
し
、
避
難
所
へ
の
案
内
標

識
等
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
避
難
所

を
広
報
等
で
周
知
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

防
災
計
画
策
定
に
あ
た
り
具
体

的
な
提
案
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
願

い
し
ま
す
。

【受
付
期
限
】

９
月
２８
日

（金
）
ま
で

提

出
方
法
】

下
記
の
提
案
書
に
よ
り
Ｆ
Ａ
Ｘ

又
は
郵
送
に
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
パ
ソ
コ
ン
等
で
下
記
よ
う
な
提

案
書
の
善
式
を
作

っ
て
、
そ
れ
を
使

用
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

【提
出
先

・
間
い
合
わ
せ
】

〒

９
４
９

１
６
１
９
２

湯
沢
町
大
字
神
立
３
０
０
番
地

湯
沢
町
役
場

総
務
課

庶
務
係

胆
８４

・
３
４
５
１

鵬
８４

・
‐
８
１
８

―切―……り………段 ………り̈……繰 ……

提 案 書

(⊃

提
案
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

名 _:

提案手 I員

提栗肉否 (できるだけ具杯円に )

(7)



川
ゴ
ム

ガ
詞
設
し
ま
し
た

イ

r

Ｆ

醒

ｒ

８

月

２９

日

９

月

５

●
１２

・
‐９

・
２６

日

※
１０
月
以
降
の
相
談
日
に
つ
い
て

は
、
随
時
、
広
報
等
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

い
ず
れ
も
時
間
は
、
午
前
８
時

３０
分
～
午
後
５
時
で
す
。

清
津
川
ダ
ム
対
策
室
長
が
各
種

相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
し
た
日
に
即
答
で
き
な
い

相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、
後
日
、
回

答
書
を
作
成
し
て
相
談
者
に
回
答

し
ま
す
。

相
談
所
に
は
、
相
談
日
以
外
で

も
午
前
８
時
箭
分
～
午
後
５
時
ま

で
事
務
員
を
配
置
し
て
対
応
し
ま

す
。相
談
日
以
外
の
相
談
に
つ
い
て

は
、
事
務
員
が
相
談
内
容
を
聞
き

取
り
、
後
日
、
ダ
ム
対
策
室
長
が
回

答
し
ま
す
。

【問
い
合
わ
せ
】

清
津
川
ダ
ム
相
談
所

肌
８０

．
８
０
１
２

脚
８０

．
８
０
２
０

清
津
川
ダ
ム
対
策
室

靴
８４

・
４
７
８
８

８
月
７
日

（火
）
、
清
津
川
ダ
ム

相
談
所
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
相
談
所
は
、
か
ぐ
ら
・
み
つ

ま
た
観
光
協
会
内

に
設
置
さ
れ
、

水
没
予
定
地
区
域
住
民
の
ダ
ム
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
て
生
活
不
安

の
解
消
を
図
り
、
ダ
ム
計
画
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

ダ
ム
事
業
を
正
し
く
認
識
し
て
も

ら
う
た
め
の
各
種
情
報

・
資
料
を

置
い
て
、
常
時
間
覧

で
き
る
よ
う

な
開
か
れ
た
相
談
所
で
す
。

〔
~)

心の問題について理解を深め、心に病を持つ人達と

共に生きる地域社会を考えます。

4回コースの 1回目は公開講座ですので、自由に参
加できます。

4回すべて参加希望の方は申込が必要です。

【1回目】 (会場 :湯沢町公民館)
9月 11日 (火)年 前 9時 30分～ 11時 30分
実態

「地域社会の精神保健福祉の現状について」

講義

「心の問題へのアプローチ」

【2回目】 (会場 :湯沢町公民館)
9月 17日 (月)年 後 1時 30分～ 4時
講義及び座談会

「ともに生きる地域社会」

【3回目】 (会場 :新潟市民プラザ)
10月 10日 (水)午 前 10時～年後 5時
精神保健福祉フオーラム

「越後でくらそうパートⅥ」への参加

【4回目】 (会場 :魚野の家)
10月 29日 (月)年 前 9時 30分～年後 4時
施設見学及び利用者との交流会

【申込・間い合わせ】

湯沢町社会福祉協議会 TEと 84・ 4111

保健センター T[L84・ 3149

【申込締切】
9月 10日 (月 )

広報ゆざわ H13.8.26  (8)
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●                     ●

添毬会R懇盗
皆さん、ぜひおいでください。

【日時】 9月 1日 (土)午後6時～

【内容】 夜店ロカラオケ・踊り

(豊年万作 口家内安全)
●                     ●

ふれあい福祉まづり
【期日】9月 30日 (日 )

【会場】魚野の家 (六 日町大字人幡)

【内容】抽選会・模擬店 。バザー・コンサー ト・ア

ニメ上映・魚野の家手作り作品展示販売・

旭原福祉工場の新鮮野菜等販売

<バザー品提供のお願い>
バザーにご寄付いただける品物がありましたら、直

接魚野の家にお持ちくださるか、社会福祉協議会ヘ

ご連絡ください。

【問い合わせ】

魚野の家 色 70-0857
湯沢町社会福祉協議会 1江 84-41■
●                              ●

魚野の家

●●

「巡回スポーツ教室」のご案内

障害のある人が、身近で手軽に楽しめるニユー

スポーツを体験することで健康増進と余暇の充実

を図ると共に、障害者スポーリの普及・啓発の機会

とすることを目的として、「巡回スポーツ教室」力
ヾ

開催されます。この機会にぜひ参加しませんか?

【日 時】 9月 20日 (木 )
年後 1時 30分～4時

【会 場】 刑ヽ出郷体育館
(湯之谷村井□新田 267)

【対 象】 障害のある方とその支援者
【参加費】 無料

【内 容】 フライングデイスク、カローリング、
シヨートテニス 他

【申 込】 9月 12日 (水)までに湯沢町社会福祉
協議会へ申し込んでください。

【間い合わせ】

湯沢町社会福祉協議会
.    TEと 84-4111

●●

●●

〉0

O
弁
護
士
、
障
害
者
―
１
０
春
相

談
員
が
相
談
を
覚
け
ま
す
。
親
密

は
守
り
ま
す
。

【
日
時
】

９
月
１９
日

（水
）

午
後
―
時
～
３
時

【会
場
】

十
日
町
勤
労
者
総
合
福
社
セ
ン

タ
ー
（サ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町
―
階
）

【内
容
】

人
権
、
財
産
等
の
法
律
相
談
他

【申
込
期
限
】

９
月
１３
日

（木
）

【申
込

・
聞

い
合
わ
せ
】

障
害
者
―
１
０
番
係

（新
潟
ふ
れ
愛
プ
ラ
ザ
内
）

砒
０
２
５
●
３
８
卜
●
０
１
１
０

砒
０
２
５
●
３
８
３
●
３
６
５
４

鵬
０
２
５
●３
８
３
●３
６
５
４

【
日
時
】

講
習
会
は
十
日
で
終
了
し
ま
す
。

い
ず
れ
か
の
日
を
お
選
ぴ
く
だ

さ
い
。
（複
数
口
の
受
講
も
可
。
）

期日 時間

9月 11日⑪ 19:30-21:30

9月 12日⑪ 15:00-17:00

9月 12日⑪ 19:30-21:30

9月 13日⑥ 15:30～ 17:00

【会
場
】

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

【内
容
】

講
師

に
よ
る
説
明
と
テ
キ
ス
ト

に
添

っ
た
ソ
パ
づ
く
り
。

（打
ち
あ
が

っ
た
ソ
パ
は
、
持
ち

帰
り
で
き
ま
す
。
）

【
参
加
費
】

―
，
０
０
０
円

【
主
催
】

手
打
ち

へ
ぎ
ソ
パ
保
存
会

【申
込

・
聞

い
合
わ
せ
】

産
業
観
光
課

ＴＥＬ

８４

・

４

８

５

０

【申
込
締
切
】

議
習
日
の
前
日
ま
で

(9)



レ

新
潟
県
福
社
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
人
材
を
捲
要
と
す
る
福
社
施

設
等
を
対
象
に
、
就
労
希
〕
者

の

紹
介
等
の
求
人
相
談
を
行

い
ま
す
。

ま
た
、
福
社
の
職
場

へ
の
就
労

希
望
者
を
対
象
に
、
仕
事
内
容
や

蜂
要
な
資
格
の
取
得
方
法
、
就
職

活
動
な
ど
に
つ
い
て
の
水
職
相
談

を
行

い
ま
す
。
予
約
は
挺
要
あ
り

ま
せ
ん
。
お
気
基
に
ご
利
用
く
だ

ヽ
ヽ
い
。

【場
所
】

長
岡
市
社
会
福
祉
セ
ン
ダ
ー

（長
岡
市
水
道
町
３

ｉ
５

１
３０
）

【
日
時
】

毎
月
第
３
金
曜
日

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

（休
日
の
場
合
は
そ
の
前
日
）

【対
象
】

十
逮
地
区
の
住
民
・福
祉
施
設
・

社
会
福
社
協
議
会

【聞

い
合
わ
せ
】

新
潟
県
福
社
人
材
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ

０

２

５

●
２

８

１

●
５

５

２

３

新
潟
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン

ダ
ー
（新
潟
市
上
所
。新
潟

ユ
ニ
ゾ

ン
プ
ラ
ザ
３
階
）
で
は
、
お
年
寄
り

や
そ
の
家
族
の
オ
々
が
抱
え
る
悩

み
ご
と
や
趙
配
ご
と
に
つ
い
て
の

電
話
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

【相
談
時
間

・
電
話
番
号
】

毎
辺
月
～
金
曜
日
（体
日
除
く
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

ＴＥＬ
０
２
５
●
２
８
５
●
４
１
６
５

※
相
談
は
無
料
で
す
。

労
働
者
５０
夫
未
満
の
事
業
場
の

み
な
さ
ん
を
対
象
に
健
康
相
談
の

ご
案
内
を
し
ま
す
。

※
血
圧
・勤
旅
硬
化
・糖
尿
病
な
ど

で
お
困
り
の
方
。

※
健
康
診
断
の
結
果
が
気
に
な
っ
て

悩
ん
で
い
る
方
。

※
成
人
病
の
予
防
は
何
か
ら
始
め

れ
ば
よ
い
か
？

な
ど
、
相
談
は
無
料
で
す
。
医
師

が
規
切
に
ご
相
談
に
痣
じ
ま
す
。

【場
所
】

角
谷
整
形
外
科
医
院

【
期
日
】

９
月
１２
日
（水
）

【聞
い
合
わ
せ
】

地
域
産
業
保
健
セ
ン
ダ
ー

砒
７３

・
２
９
２
１

【第
―
次
考
査
日
】

９
月
２３
日

（日
）

【受
付
期
限
】

９
月
３
日

（月
）

【
試
験
地
】

新
潟
県
庁

【考
査
区
分
及
び
職
種
】

上
級
…
助
産
婦

十
級
…
看
護
帰
、
看
護
士

【聞

い
合
わ
せ
】

新
潟
県
病
院
局
総
務
課
職
員
係

砒
０
２
５
●
２
８
０
●
５
５
５
４

ＴＥＬ
０
２
５
ｏ
２
８
５
ｏ
５
５
１
１

内
線
３
６
６
９
、
３
６
６
５

各
種
統
計
資
料
、
議
員
名
簿
、
関

係
機
関

一
覧
、
暮
ら
し
の
情
報
な

ど
髪
鋪
載
。
日
記
欄
付
き
で
、
表
紙

は
滅
赤
と
空
色
の
２
色
あ
り
ま
す
。

―
冊
４
３
０
円
で
す
。

【申
込
】

総
務
課
企
画
振
興
係

ＴＥＬ

８４

・

３

４

５

１

※
８
月
３十
日
（金
）
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ

い
。

湯
沢
町
商

工
会
で
は
、
湯
沢
町

で
の
パ
ソ
コ
ン
の
普
及
を
サ
ポ
ー

ト
す

る
た

め
に
湯
沢
町
商

工
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

に
、
パ
ソ
コ
ン

の
操
作
や
Ｉ
Ｔ
関
係
に
つ
い
て
の

質
問
を
受
け
付
け
る
た
め
の
イ
ン

ダ
ー
ネ

ツ
ト
用
の
掲
示
板
を
開
設

し
ま
し
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
ｉ
モ
ー
ド
か

ら
も
利
用
で
き
ま
す
。

な
お
、
掲
示
板
で
の
質
問

に
は

お
答
え
し
ま
す
が
、
直
接
メ
ー
ル

で
の
質
問

に
は
お
答
え
し
て
い
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

パ
ソ
コ
ン
を
使

っ
て
わ
か
ら
な

い
こ
と
や
ト
ラ
ブ
ル
で
困

っ
て
い

る
と
き
な
ど
、
利
用
上
の
注
意
を

皮
く
読
ん
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

ま
た
、
質
問

に
答
え
て

い
た
だ

け
る
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
方
も
募
集

し
て

い
ま
す
。

【
ア
ド
レ
ス
】

Ｊ
，ゴ
ｏ
中
＼
＼
〓
〓
〓
ｋ
ｃ
Ｎ
ω
要
″
０
石」０
＼

【０
∽
Ｏ
Ｃ
Ｏ
＼

【
聞

い
合
わ
せ
】

湯
沢
町
商
工
会

胆
８４

・
２
５
２
２

田
―
〓
ω
一
【　
要
コω
∽
汁
０
ヽ
（
〕
＜
電
Ｎ
ω
〓
ω
・

０
、」
０

ｒ
ヽ

‐９
日

（本
）

相
談
員

高
橋
　
式
成

高
橋
ト
ミ
エ

２６
日

（水
）

相
談
員

橋
本
　
秋
治

南
要
ミ
ヨ
ン

【
会
場
】

福
社
セ
ン
ダ
ー

※
時
間
は
午
後
―
時
～
４
時
で
す
。

時
間
中
は
、
電
話

（砒
８４
。
４
１

１
３
）
で
の
相
談
も
で
き
ま
す
。

団
周
日
田
囲

Ю
日

（月
）
午
後
―
時
～
３
時

相
談
委
員
　
吉口
橋
　
昇

【会
場
】

湯
沢
町
公
民
館

園
憑
邸
田

８
月

１２
日
号

７

ペ
ー
ジ
の

「７
月

の
建
設

工
事
等
入
札
結

果
」
の
中
で
、
下
第
８
号
は
不
調

の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

５
日

（本
）

相
談
員

‐２
日

（水
）

相
談
員

橋
本
　
秋
治

南
要
ミ
ヨ
ン

井
熊
杉
本

参
夫
芳
枝

９

月

日

広報ゆざわ H13.8.26  (10)



み 収 集し

～
9躍 Ω 圏 ～

※問い合わせ 住民課環境公害係 84-3453

※問い合わせ 保健センター 84-3149

※問い合わせ 保健センター日 84-3149

湯  沢  西 土 樽 ・神 立 俣国湯  沢  東区 分 出 し 方
⑪・⑥ o① (15,29日は体み):(注 )の とおり ⑤・⑪・④ (2`4日 は体み)|可 燃 ご み

12日・ 26日11日・ 25日 14日・ 28日13日・ 27日,レダ ン ボ

7日 5日6日 4日

紐を十字にか

ける。新聞・雑誌・チラシ

19日18日 21日20日ぺ ,ッ ト ボ ト ,レ
7日6日 5日4日空   き   缶

12日 14日11日 13日空 き び ん

19日 21日18日 20日その他の不燃ごみ

不燃ごみ指定

袋に入れる。

袋を二重にし

ないこと。

(注)事業系可燃ごみは黄色の指定ごみ袋で、一般家庭の可燃ごみは指定された方法で出すようお願いします。

◎ガラス等 (その他の不燃ごみ)は、新聞紙等に包んでから指定ごみ袋に入れて出してください。

◎ペットボトルを出すときは、よく水洗いしてください。

◎ごみの重さは 10Kg以下とし、収集日の年前 8時まで (時間厳守)に収集場所へ搬出してください。

TEL

▲
本 場時 間象対目種日

保 健 セ ン タ ー13:00ヘン15:30糖負荷検査実施者30 糖尿病検査結果説明会
総合福祉センター10:00ヘン14:00精神に障害をお持ちの方ふ れ あ い サ ロ ン

9:00集合 保 健 セ ン タ ーH10.7月 ～ 9月 生まれ4⑪ 3歳 児 歯 科 健 診
13:30ヘン15:30 保 健 セ ン タ ー申込者6⑥ リ   ハ   ビ   リ

プール「オーロラ」9:30ヘン10:30ゆっくリコース申込者
〃10:30ヘツ11 :30しっかリコース申込者

10① シルバー温水健康体操

9:30ヘン11 :30 湯 沢 町 公 民 館申込者の他、どなたでも精 神 保 険 福 祉 講 座 ①

9:30ヘン11 :00 保 健 セ ン タ ー湯沢地区の方子 宮 頸 が ん 検 診
保 健 セ ン タ ー13:30ヘン15:00子宮頸・乳がん合同検診
六 日 町 保 健 所13:30ヘン14:30申込者精 神 保 健 相 談

⑪

保 健 セ ン タ ー13:00集合H10.2月 、3月 生まれ12⑪ 3歳 6ヶ 月 健 診
9:00集合 国 保 診 療 所血糖異常者13⑥ 糖 負 荷 検 査

国 保 診 療 所9:00集合血糖異常者糖 負 荷 検 査14④
プール「オーロラ」9:30ヘン10:30ゆっくリコース申込者

″10:30ヘン11 :30しっかリコース申込者
シルバー温水健康体操

湯 沢 町 公 民 館13:30ヘン16:00申込者
17①
精 神 保 健 福 祉 講 座 ②

13:00集合 保 健 セ ン タ ーH12.11月 ・H13.5月 生まれ19⑪ 乳 児 健 診

10:00ヘン15:30 カルチャーセンター申込者20⑥ リ   ハ   ビ   リ
10100-14:00 総合福祉センター精神に障害をお持ちの方21④ ふ れ あ い サ ロ ン

保 健 セ ン タ ー9:00集合H ll.6月 ～ 8月 生まれ2歳 児 歯 科 健 診
保 健 セ ン タ ー13:30-15:00幅下、諏訪、愛宕、堀切、湯元、布場、

滝沢、西中、西山、下熊野、上熊野乳 が ん 検 診
25⑪

保 健 セ ン タ ー8:00ヘン10:00堰場、原新田、ケアハウス26⑪ 合 同 健 診

8:00ヘン10:00 保 健 セ ン タ ー未受診者

保 健 セ ン タ ー13:00ヘフ13:30未受診者
合 同 健 診27⑥

8:00ヘン10:00 保 健 セ ン タ ー下熊野、上熊野、石白、湯鉄神立28④ 合 同 健 診

保 健 衛 生 行  事

会 場間時象対日 類種

6④
20⑥

湯沢町国保診療所

2階 集 団 検 診 室14:00ヘン15:00
初回に 3回接種し、1年以上経過後に 1回接種。

初回 :H12年 4月 1日 ～ H13年 3月 31日 生まれ

追加 :Hll年 4月 1日 ～ H12年 3月 31日 生まれ27⑥

三 種 混 合

(ジフテリア、百

日咳、破傷風 )

してください。接種料金は無料です。◎必ず実施時間内に来所

目
受診券、するもの

予  防

(11)



9月の救急診療当番
※問い合わせ 日曜・祝日の休日救急診療所

その他の日吟魚沼消防本部

※脳神経外科の休日救急医療吟斎藤記念病院

TEL 7 3-6688
TEL 8 2-1991

砒 73-5111
日 受 付 時 間 内  科 外  科

10
12: 00  ハv 18:00

18:00～翌朝 6100

澤  医  院
町  病  院

中 匝∃73 - 3211

煙∃72-7111

ン ヽ 日 町 病 院

日 町 病 院

20
9:00  ～  16:00

18:00～翌朝 6:00

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和総合病院

匝劃73 - 6688

回 77 - 2111

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和総合病院

80
12:00  ～ 18:00

18:00～翌朝 6:00

城 内 病 院

ゆきぐに大和総合病院

匝∃75 - 2009

極副77 - 2111

ゆ きぐに大和総合病院

ゆきぐに大和総合病院

90
9:00  ハΨ 16:00

18:00～翌朝 6:(Xl

休 日 救 急 診 療 所

六 日 町 病 院

匝∃73 - 6688

煙∃72- 7111

休 日 救 急 診 療 所

六 日 町 病 院

150 9:00  ～ 16:00
18:00～翌朝 6:00

休 日 救 急 診 療 所

六 日 町 病 院

匝劉73 - 6688

題∃72 - 7111

休 日 救 急 診 療 所

六 日 町 病 院

160 9:00  - 16:00
18:00～翌朝 6:∞

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐ(こ 大和総合病院

匝∃73 - 6688

□77-21■

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和総合病院

220
12: 00  -  18:00

18:00～翌朝 6:00

萌 気 園二 日町 診 療 所

六  日 町  病  院
匝劉78 - 0088

回 72 - 7111

日 町 病 院

日 町 病 院

′ ヽ

230
9:00  -  16:00

18:00～翌朝 6:00

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和総合病院

匝∃73 - 6688

日 77 - 2111

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和総合病院

240
9:00  ～ 16:00

18:00～翌朝 6:00

休 日 救 急 診 療 所

六 日 町 病 院

匝劃73 - 6688

厘劃72 -7111

休 日 救 急

日 町 病

29①
12:00  ハ▼ 18:00

18:00～翌朝 6:∞

中 山 医 院

ゆきぐに大和総合病院

匝∃83 - 5500

廻 77-21■

ゆきぐに大和総合病院

ゆきぐに大和総合病院

300 9:00  
～ 16:00

18:00～翌朝 6100

休 日 救 急 診 療 所

六 日 町 病 院

匝∃73 - 6688

厘謝72 - 7111

休 日 救 急 診 療 所

六 日 町 病 院

が」堆団
キ

申

し

ま

謂器「金詳孟Ittr入
niigata.ip/

ご
結
脩
お
め
て
と
う
ご
さ
い
ま
す

８
月
７
日
　
一二
瓶

　

式
史

さ
ん
　
（原
）

（葛
上
）
亜
希
子
さ
ん
　
（埼
玉
県
狭
山
市
）

υメッセージ）
　
痢颯撒れ釦【卜戸移一しす助脂麟
いします。

お
誕
生
お
め
て
と
う
ご
さ
い
ま
す

７
月
２４
日
　

圭目
木
　
悠
人

さ
ん
　
（古
野
二
、
武
司

・
裕
子
さ
ん
）

７
月
２７
日
　

寺
口
　
波
斗

さ
ん
　
（中
子
、
直
樹

・
小
百
合
さ
ん
）

８
月
１
日
　

星
野
　
詠
太

さ
ん
　
（上
中
、
清
治

・
博
子
さ
ん
）

８
月
７
日
　

南
雲

　
梨
央

さ
ん
　
（谷
地
、
久
雄

・
由
美
さ
ん
）

７
月
３‐
日

　

岡
部

　

一二
郎

さ
ん
　
（田
中
、
７０
歳
）

７
月
３‐
日

　

田
村

　

シ
ヅ

さ
ん
　
（中
子
、
８４
歳
）

８
月
７
日

　

川
村
　
新
太
郎

さ
ん

（駅
通
、
８３
歳
）

８
月
１０
日

　

金
子

　

つ
た

さ
ん
　
（愛
宕
、
９０
歳
）

※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
ガ
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
属
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

鰺鯵ωう屠鬱
7月届出分 8月 1日現在 (前年上しl

出生

死亡

転入

転出

12

32

26

男 4,449(-17)

女 4,624(+19)

計 9,073(+ 2)

世帯 3,171(- 8)

広報ゆざわ H13.8.26  (12)


